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史
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こ
の
園
の
中
園
思
想
史
研
究
は
、
永
い
過
去
の
蓄
積
を
継
承
し

つ
つ
、
し
か

も
不
幸
な
い
く
つ
か
の
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
封
象
の
路

大
さ
に
比
し
て
研
究
者
の
紹
封
的
な
不
足
、
も
う
一
つ
は
研
究
方
法
の
分
散
的

傾
向
。
前
者
は
、
今
に
は
じ
ま
る
事
で
な
い
上
、
新
し
い
世
代
の
中
園
観
の
急

激
な
「
縛
換
」
と
、
わ
が
園
思
想
界
の
低
迷
さ
と
か
ら
も
、
そ
れ
を
早
急
に
充

た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
こ
の
事
聞
の
主
要
な
不
幸
で
は
な

い
@
よ
り
深
刻
な
こ
と
は
、
ご
く
少
数
者
の
努
力
を
除
き
、
こ
の
事
聞
の
方
法

論
に
お
い
て
相
互
に
共
通
の
場
を
保
ち
、
過
去
か
ら
の
研
究
を
底
範
に
前
進
的

に
結
集
す
る
こ
と
が
す
こ
ぶ
る
困
難
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
他
の
思
想

史
皐
界
と
同
様
に
、
こ
の
研
究
分
野
に
も
若
干
の
研
究
サ
ー
ク
ル
は
編
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
が
充
分
集
中
し
て
摩
界
共
湿
の
成
果
と
な
る
に
は
未
だ
し

の
感
が
深
い
。
こ
の
事
は
、
方
法
論
に
止
ま
ら
ず
さ
ら
に
基
礎
的
な
分
野
、
例

え
ば
参
考
す
べ
き
資
料
解
題
・
問
題
解
説
、
稼
備
作
業
と
し
て
の
文
献
皐
的
諮
問

題
に

つ
い
て
の
集
成
な
ど
も
、
後
撃
の
我
我
に
と
っ
て
必
要
と
し
な
が
ら
も
一

つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
輿
え
ら
れ
る
こ
と
は
諺
家
た
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

(
日
本
翠
術
曾
議
編
《
文
哲
史
文
献
目
録

X
(中
園
哲
事
篇
)
》
は
充
分
ゆ
き

渡
っ
て
い
な
い
。)

さ

り
と
て
、
中
国
の
研
究
現
献
を
忠
買
に
紹
介
し
活
用
す

る
と
い
う
動
き
も
こ
の
分
野
は
極
め
て
乏
し
い
。
研
究
封
象
が
過
去
に
遡
る
と

し
て
も
、
方
法
論
的
討
議
の
結
集
・
基
礎
作
業
の
蓄
積
は
必
ず
し
も
満
足
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

中
園
思
想
史
上
、
漢
代
経
皐
の
成
立
は
、
そ
れ
以
前
の
諸
思
潮
の
綜
合
的
再

編
の
上
に
立
つ
と
同
時
に
、

み
ず
か
ら
樹
立
し
た
新
た
な
紳
翠
的
展
開
・
解
親

問
字
的
集
成
の
中
で
支
配
者
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
優
越
す
る
劃
期
的
内
容
を
産

み
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
主
導
的
思
想
の
重
視
す
べ
き
は
賛
言
を
要
し
な

い
。
そ
の
た
め
こ
の
紳
事
と
解
稗
撃
の
劃
象
と
な
っ
た
先
行
諸
文
献
の
全
て
に

つ
き
、
現
代
の
思
想
史
事
専
家
は
そ
の
歴
史
的
一
位
曾
的
あ
と
づ
け
の
質
設
に
な

お
多
く
の
静
骨
L
併
を
費
や
す
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
文
献
率
的
成
果
は
、
定

説
化
す
る
に
は
思
想
史
濁
自
の
哲
撃
的
考
察
の
深
化
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
め
、
問
題
を
字
み
つ
つ
現
在
な
お
終
結
す
る
こ
と
は
な
い
。

本
書
は
、
ま
ず
以
上
の
要
求
を
満
た
そ
う
と
す
る
貼
で
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
著
者
が
武
内
義
雄
博
-土
よ
り
「
徹
底
し
た
文
献
批
剣
の
方
法
を
薫
陶
さ

れ」
、

序
章
(
秦
漢
思
想
史
の
主
題
)
に
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
『
萄
子
』
あ

る
い
は
『
呂
氏
春
秋
』
の
鰻
系
か
ら
『
春
秋
繁
露
』
に
ま
で
飛
躍
す
る
哲
皐
史

間
隙
を
究
め
よ
う
と
す
る
」
(
M
M
∞
)
た
め
の
必
須
な
橡
備
操
作
に
文
献
批
剣
方

法
を
旺
盛
に
揮
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

巨
大
な
西
漢
経
摩
の
出
現
の
前
に
輩

仲
傍
と
『
准
南
子
』
の
聞
を
初
復
す
る
に
終
り
が
ち
だ
っ

た
こ
の
時
期
の
思
想

史
的
内
容
を
、
本
書
に
よ

っ
て
古
代
統
一
帝
国
生
成
期
の
文
般
的
債
値
と
事
賞

閥
係
の
諸
例
が
一
亦
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
基
盤
に
立
っ
て
深
化
究
明
す
る

途
が
容
易
に
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(尤
も
経
事
的
立
場
l
今
古
文
撃
の

問
題
な
ど
ー
か
ら
す
る
資
料
検
討
の
専
著
は
他
に
も
あ
る
。)
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ま
ず
参
考
ま
で
に
本
書
に
活
用
さ
れ
た
文
献
批
剣
の
封
象
と
な
っ
た
項
目
を

列
摩
し
て
お
こ
う
。
(

)
内
は
頁
数
。

秦
水
徳
説
批
剣

(
ω
H
)
;
『
斡
非
子
』
の
原
型

(ω
∞
l
)
と
そ
の
道
家
的
折
衷

(
解
老
・
喰
老
・主
道
・
揚
椛
)
(
∞
∞
・
M
o
g
-
4
商
君
書
(
開
塞
・萱
言
)』
・
『管
子

(
正
世
)
』
と
『
韓
非
子
(
門
田
)』
と
の
閥
係
と
最
錯
の
政
治
思
想
(
ぷ

l
T
，

肱
箆
篇
・
『
呂
氏
春
秋
(
骨
国
勢
)
』
を
承
け
た
『
荘
子
(
盗
妬
)
』
や
『
感
一子
(
粂

愛
下
)
』
と
『
列
子
(
楊
朱
)
』
の
享
祭
主
義

(
H
8
1
)
;河
上
丈
人
以
下
の
黄

老
事
系
譜

(
H
g
l
u
H∞
Ml).
，
「
黄
帝
」
名
稽
と
先
秦
諸
文
献
(
同
誌
l
)
.
，

『
妊
子
』
中
の
道
家
的
性
格
の
策
帝
(
同
芯
l
)
と
『
列
子
(
湯
問
)
』
の
そ

れ

(
見
∞
)
;
『
列
子
(
黄
帝
)
』
の
成
立

(
H
a
l
)
;
『
老
子
』
と
縦
横

家
言

(
5
3
.
，
『
荘
子
(
漁
父
)
』

(
M
C
M
)
.
，
『
准
南
子
(
原
道
)
(
道
態
)
』

と
『
老
子
』
の
引
用
文

(
M
8
1
)
;
可
荘
子
』
と
『
老
子
』
の
闘
係

(MOU

-
-
M
S
)
;
道
家
文
献
と

「
性
命
」
(
凶口
1
)
;
伏
勝
「
五
行
停
」

と
『
巴

氏
春
秋
(
十
二
紀
)
』
(
お
叶
)
;
今
文
尚
書
二
十
九
篇
の
成
立
(
お
∞

1
)
と

く
に
『
秦
誓
』

(l
Mち
)
.
，
『
易
停
』
と
高
率
一
奴

(M邑
l
)
;
陵
賀
『
新

車
問
』
十
二
篇

(
M
2
1
)
;
頁
誼
『
新
書
』
五
十
八
篇

(ω
8
1
)
;
『
融

記
』
諸
篤
と
萄
子

(ωω
∞
l
)
;
『
中
庸
新
本
』
と
秦
儒

(ω
臼
1
)
;
『
易

侍
』
の
文
献
批
剣

(
w
a
l
)
;准
南
王
劉
安
の
著
作
(
品
怠

l
)
;
『
准
南

子
』
の
成
立
と
許
恨
高
誘
爾
注
(
品
目
斗
l
)。

と
こ
ろ
で
、
右
の
二
十
数
項
に
亙
る
文
献
撃
的
考
設
の
多
少
に
よ
っ
て
本
書

を
特
徴
の
つ
け
る
こ
と
は
、
著
者
の
企
幽
か
ら
も
程
遠
い
。
本
書
は
こ
の
段
階

で
思
想
を
狭
め
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
思
想
史
の
叙
述
に
重
鮎
が
置
か
れ

る
。
一
般
に
、
歴
史
翠
・
思
想
史
撃
の
補
助
科
息
?
と
し
て
の
文
献
翠

(言
語
撃

も
)
は
、
そ
の
歴
史
的
・
思
想
史
的
法
則
性
の
究
明
を
抜
き
に
し
て
は
、
常
に

主
観
主
義
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
努
陥
に
脅
か
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
本
書

は
こ
れ
に
深
い
配
慮
を
用
い
『
史
記
』
・
『
漢
書
』
等
の
基
本
史
料
を
駆
使
し
て

歴
史
的
世
曾
的
背
景
の
描
出
に
努
力
が
注
が
れ
る
と
同
時
に
、
著
者
の
思
想
史

研
究
の
方
法
を
も
明
確
に
し
て
い
る
(
序
章

・
あ
と
が
き
等
)
。

た
だ
し
、
本
書
の
内
容
紹
介
は
、
す
で
に
津
田
多
喜
男
(
『
文
化
』
二
四
|

三、

Hug-
禁
・
)
・
山
田
統
a

(

『
東
洋
皐
報
』
四
一
一
一

l
一
、
巴
き
・白・・

5
2・
HM-

護
行
)
雨
氏
に
見
え
る
。
ま
た
、
本
書
第
五
章
「
『
准
南
子
』
の
研
究
」
は
、
す

で
に
木
村
英

一
氏
(
本
誌

一
入
|
二
、
巴

S
・
g・
)
の
評
す
る
『
老
荘
的
世
界

|
准
南
子
の
思
想
l
』
(
サ
l
ラ
叢
書
日

)
5
3・戸
の
抜
粋
的
再
録
で
あ
る
。

重
ね
て
書
評
を
勧
め
ら
れ
た
編
集
子
の
怠
闘
は
即
断
し
が
た
い
が
、
後
撃
の
意

見
を
徴
さ
れ
る
意
向
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
上
、
本
書
は
数
年
来
諸
誌
に
愛
表

さ
れ
た
論
文
の
訂
補
を
経
た
輯
録
で
あ
る
が
、
各
章
に
終
始
が
あ
り
「
導
論
」

と
「
結
語
」
が
附
さ
れ
、
要
約
は
そ
れ
に
護
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
言
う
べ
き

こ
と
は
い
よ
い
よ
筆
者
の
臆
断
に
限
ら
れ
て
く
る
。

焦
鮎
を
第
一
章
に
の
み
嘗
て
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
「
第
一
章

秦
漢
の
法
術
思
想
」
の
「
第
一
節
秦
帝
園
の
法
術
思
想
」
は
、
秦
帝
園
の
勃

興
と
そ
の
尉
壊
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
作
用
し
た
法
家
思
想
の
賞
態
を
解
明

す
る
。
ま
ず
『
史
記
始
皇
紀
』
の
吟
味
を
通
じ
て
秦
帝
国
の
法
術
主
義
の
姿
を

概
括
す
る
。
明
法

・
名
賀
参
験
・
古
代
軽
視

・
主
勢
愈
重
・
巌
刑
主
義
の
お
も

か
げ
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
履
史
事
賞
を
『
韓
非
子
』
五
葱
篇
・
頼
感
篇
に
徴

し
、
二
世
皇
帝
と
李
斯
の
言
動
と
を
封
照
さ
せ
た
結
果
、
刑
術
主
義
の
理
論
根

擦
を
こ
の
雨
篇
に
仰
い
だ
こ
と
を
鐙
明
す
る
。

次
に
侍
統
的
な
法
家
思
想
の
叙
述
に
進
み
、
『
韓
非
子
』
の
原
思
想
を
描
出

す
る
。
申
不
害
の
「
術
(
刑
名
参
同
ご
と
商
戦
の
「
法
(
信
賞
必
罰
)
L

と、

人
主
の
威
勢
を
人
魚
的
に
盛
り
立
て
る
と
と
の
綜
合
を
目
指
し
、
そ
の
思
想
を

①
「
古
今
異
俗
」
の
歴
史
認
識
に
立
つ
現
貫
主
義
的
賞
楚
主
義
.，
⑤
徳
治
主
義
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に
謝
抗
す
る
客
観
的
技
術
主
義
;
①
↓
般
的
な
非
人
間
的
性
格
、
に
要
約
し
、

そ
の
最
大
の
目
的
を
「
統
一
権
力
に
も
と
づ
く
園
家
機
構
を
強
化
し
強
制
的
支

配
趨
制
を
作
る
こ
と
」
と
し
た
。
そ
の
説
明
中
「
人
治
主
義
を
排
し
て
客
観
的

非
人
間
的
な
法
律
に
よ
る
統
治
を
主
張
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
韓
非
の
思
想

に
は
支
配
の
侍
統
的
あ
る
い
は
カ
リ
ス
マ
的
な
僅
制
か
ら
合
理
的
な
檀
制
に
も

す
す
み
う
る
よ
う
な
す
ぐ
れ
て
進
歩
的
な
蔚
芽
が
あ
っ
た
」
(
怠
)
と
あ
り
、

お
そ
ら
く
法
家
思
想
の
核
心
を
衝
く
貼
で
あ
ろ
う
が
、
で
は
「
人
治
主
義
」

「
カ
リ
ス
マ
的
世
曾
僅
制
」
と
は
歴
史
的
叉
は
思
想
史
的
範
騰
と
し
て
ど
う
い

う
も
の
か
。
合
理
的
支
配
僅
制
理
論
が
唯
一
支
配
者
に
よ
る
個
別
人
身
的
人
民

支
配
と
い
わ
れ
る
秦
漢
統
一
園
家
に
ど
の
よ
う
な
具
程
化
を
期
待
し
つ
つ
機
能

し
た
の
か
、
歴
史
事
分
野
に
も
亙
る
問
題
で
あ
る
だ
け
に
概
観
よ
り
は
詳
述
が

望
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
韓
非
の
法
思
想
が
「
被
治
者
の
合
理
的
承
認
を
得
ベ
き

配
慮
に
乏
し
く
、
法
的
権
威
の
賓
質
的
根
接
に
封
す
る
思
索
が
な
い
」
と
し
て

い
る
の
は
、
法
の
施
行
封
象
・
執
行
権
者
の
明
白
な
場
合
で
さ
え
も
考
慮
す
べ

き
こ
と
な
の
か
。
臆
測
で
は
、
支
配
権
力
の
合
理
づ
け
の
不
足
と
そ
の
行
使
過

程
の
未
熟
さ
の
こ
と
か
と
受
取
る
が
、
著
者
が
こ
の
貼
が
漢
初
法
家
ひ
い
て
は

そ
れ
を
止
揚
し
て
樹
立
さ
れ
る
経
撃
と
の
穎
著
な
思
想
史
的
差
異
と
見
る
以

上
、
「
合
理
的
承
認
」
「
賞
質
的
根
嬢
」
の
意
味
を
規
定
し
て
頂
き
た
か
っ
た

(
お
叫
に
も

「
合
理
的
l
」
と
あ
る
)。

法
家
思
想
の
集
大
成
を
韓
非
の
思
想
に
観
察
し
て
、
商
軟
の
「
法
」
思
想
と

申
不
害
の
「
術
」
と
を
個
別
に
検
討
し
、
前
者
か
ら
客
観
的
技
術
と
し
て
の
法

律
視
と
園
家
的
制
裁
(
賞
罰
)
の
思
想
l
唯
一
支
配
者
に
よ
る
個
別
均
等
的
な

直
接
制
裁
を
翠
び
、
後
者
か
ら
特
に

園
家
政
治
機
構
の
問
題
|
君
主
権
(
主

勢
)
の
唯
一
紹
封
の
思
想
を
拙
継
承
し
、
傍
ら
慎
到
の
「
勢
」
を
利
用
し
つ
つ
こ

の
「
人
篤
的
」
勢
威
l
骨
骨
骨
的
権
威
を
打
出
し
、
こ
こ
に
唯
一
紹
封
者
中
心

の
法
治
僅
制
を
形
成
し
た
。

次
に
李
斯
の
政
治
活
動
を
中
心
に
、
「
結
果
的
に
は
君
主
濁
裁
制
へ
の
道
を

開
い
た
」
以
上
の
韓
非
思
想
を
活
用
し
た
秦
帝
園
の
展
開
に
及
び
、
李
斯
が
始

皇
・
二
世
の
噌
好
に
迎
合
し
、
君
主
濁
裁
制
の
統
一
程
制
を
賓
現
し
た
事
情
を

述
べ
、
思
想
と
政
権
の
関
係
を
歴
史
的
世
曾
的
背
景
を
把
え
な
が
ら
結
論
づ
け

る
。
こ
の
場
合
、
三
膏
山
東
方
面
と
秦
地
方
と
の
思
想
的
封
立
と
そ
の
推
移
;

停
統
的
家
族
制
倫
理
・
任
侠
的
習
俗
と
法
家
思
想
と
の
矛
盾
;
来
る
べ
き
統
一

帝
園
の
支
配
機
構
を
理
論
的
に
基
礎
ゃ
つ
け
た
そ
の
進
歩
性
。
こ
れ
ら
の
指
摘
の

正
賞
さ
に
も
拘
ら
ず
「
民
衆
を
愚
味
な
も
の
と
き
め
て
輿
論
を
無
視
し
」
「
権

威
の
正
賞
性
に
つ
い
て
の
合
理
的
承
認
を
求
め
る
配
慮
L

が
な
い
こ
と
を
こ
の

思
想
の
致
命
的
飲
陥
と
す
る
が
、
前
述
の
ご
と
く
「
民
衆
L

の
賞
態
・
合
理
的
承

認
の
内
容
が
明
確
で
な
く
、
ま
た
侍
統
的
奮
僅
制
の
打
開
方
法
に
敏
陥
が
あ
る

と
は
ど
う
い
う
意
味
に
お
い
て
か
。
法
家
思
想
の
掘
い
手
を
岡
明
に
す
る
こ
と

と
同
時
に
著
者
の
歴
史
観
の
表
明
も
な
さ
れ
て
よ
、い
箇
所
で
は
な
か
ろ
う
か
。

例
え
ば
上
の
②
徳
治
主
義
に
謝
抗
す
る
客
観
的
技
術
主
義
で
、
『
韓
非
・
五

窓
』
の
「
欲
以
寛
緩
之
政
、
治
急
世
之
民
L

の
。
念
世
ク
と
意
識
せ
ら
れ
た
背

後
に
宗
族
制
的
秩
序
と
倫
理
で
は
規
制
で
き
な
く
な
っ
た
祉
曾
の
曲
変
動
を
と
ら

え
、
「
父
母
・
郷
人
・
師
長
」
の
愛
・
行
各
国
で
は
律
し
切
れ
な
い
人
的
関
係
の
出

現
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
端
的
に
言
え
ば
、
宗
族
的
結
合
の
崩
壊
が

進
む
に
併
行
し
て
、
こ
れ
を
強
力
に
軍
一
支
配
勢
力
へ
と
結
合
し
よ
う
と
す
る

祉
曾
情
勢
。
そ
の
一
方
の
理
論
的
要
請
に
最
も
忠
賞
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
軍

に
統
一
園
家
を
志
向
す
る
理
論
が
現
質
に
「
結
果
的
に
」
利
用
さ
れ
た
と
す
る

以
上
に
J
積
極
的
役
割
を
果
し
て
い
た
と
し
て
不
可
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
著

者
と
同
じ
く
文
献
上
の
分
析
を
超
え
て
思
想
の
法
則
性
を
求
め
て
や
ま
な
い
。

「
第
二
節
漢
初
に
お
け
る
法
術
思
想
の
展
開
と
推
移
」
で
は
、

一
時
的
反

- 95一
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動
と
し
て
の
漢
初
法
術
思
想
の
不
振
に
出
設
し
、
思
想
解
放
と
と
も
に
そ
の
思

想
活
動
が
活
液
化
し
、
特
に
官
僚
の
現
質
的
態
度
と
し
て
新
何
・
叔
孫
遁
な
ど
の

急
速
に
秦
制
を
踏
制
捜
し
た
鮎
に
注
目
す
る。

つ
い
で
漢
の
組
制
に
謝
す
る
自
覚

的
反
省
の
起
こ
る
文
景
期
こ
ろ
よ
り
、
沓
秦
制
度
の
排
除
が
行
わ
れ
る
一
方
、

い
わ
ゆ
る
酷
吏
の
出
現
が
仲

T
ノ。

支
配
者
厨
に
は
秦
帝
闘
挫
折
を
法
術
運
用
の

失
敗
と
結
び
つ
け
な
が
ら
も
、
「
法
」

が
権
力
機
構
維
持
上
の
必
須
係
件
で
あ

る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
儒
法
折
衷
磁
の
婁
敬

・
貿
誼
を
薦
め
た
央
公
や
張
欧

・

斡
安
閑
及
び
量
錯
の
法
術
思
想
家
の
面
白
が
廃
史
事
質
と
し
て
明
ら
か

に
さ
れ

る。
漢
初
法
術
の
代
表
者
量
錯
の
思
想
に
及
び
、
停
統
的
法
家
思
想
の
「
術
数」

を
説
き
つ
つ
、
強
力
な
中
央
集
権
的
園
家
鰻
制
の
樹
立
を
目
標
に
①
漢
代
的
現

質
の
前
に
地
力
的
経
済
集
中
を
企
闘
し
・，①
過
去
の
諸
施
策
の
長
所
を
積
極
的

に
採
用
し
・，
①
人
の
情
性
を
問
題
に
し
人
民
生
活
を
顧
慮
す
る
態
度
を
示
し
た

こ
と
、
を
指
摘
す
る
。
具
値
的
に
は
量
錯
の
封
園
制
弱
策
が
賀
誼
の
分
園
策
と

封
比
さ
れ
て
鮮
明
と
な
る
。
儒
家
思
想
の
影
響
下
に
立
っ
た
法
家
思
想
の
新
展

開

(
②
③
な
ど
)
が
彼
の
思
想
に
覗
え
る
も
の
の
、
萄
髄
制
1

宗
族
的
結
合
の

反
動
勢
力
へ
の
配
慮
が
少
い
、
と
す
る
。
特
に
賦
税

・
兵
役
の
供
給
源
た
る
新

郷
里
構
造
に
個
人
人
身
的
支
配
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
統

一
園
家
政
府
に
と
っ

て
、
諸
問
勢
力
(
地
方
豪
族
に
代
表
さ
れ
る
宗
族
的
結
合
)
か
ら
園
家
権
力
と
封

抗
す
る
商
業
資
本
を
奪
回
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
代
時
間
者
量
錯

は
、
著
者
に
よ
れ
ば
「
手
段
を
選
ば
な
い
法
術
者
と
し
て
の
態
度
」
が
そ
こ
に

あ
っ
た。

次
に
、
儒
家
側
の
法
術
的
袋
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
萄
卿
以
後
、
儒
家
は
鵡

を
め
ぐ
っ
て

「道
徳
」
を
そ
の
主
観
主
義
的
色
彩
を
制
約
し
、
外
的
客
観
的

規
範
性
を
高
め
、
現
質
的
政
治
技
術
へ
の
遁
擦
を
試
み
る
(
襲
敬

・
貿
誼
V

。

こ
こ
で
著
者
は
、
儒
法
の
思
想
的
封
立
の
例
を
量
錯
犠
牲
事
件
(
奥
楚
七
閣
の

乱
)
に
と
り
、
常
国
嬰

・
裳
設
の
穏
健
波
の
祉
曾
的
基
盤
を
宗
族
的
結
合

・
任
侠

的
秩
序
に
求
め
、
儒
家
思
想
の
階
級
的
地
盤
と
の

一
致
を
明
ら
め
な
が
ら、

他

方
皇
帝
|
「
貧
農
」
で
構
成
さ
れ
る
統

一
因
家
シ
ス
テ
ム
を
強
力
に
推
進
す
る

代
表
的
急
進
紛
子
(
最
錯

・
斡
安
図
)
と
の
相
魁
を
描
出
す
る。

こ
の
事
質

は
、
秦
漢
統
一
関
家
構
造
に
思
想
史
側
か
ら
の
示
唆
を
輿
え
る
重
要
な
観
黙
で

あ
る
ば
か
り
か
、
前
漢
経
撃
の
性
格
を
規
定
*つ
け
る
要
項
と
も
な
る
問
題
で
あ

る
だ
け
に
、
各
方
面
か
ら
の
綜
合
的
検
討
が
望
ま
れ
る。

さ
ら
に
道
家
思
想
と
の
交
流
に
移
り
、
文
献
率
的
成
理
よ
り

『
斡
非
子
』
の

若
干
篇
を
選
び
、
①
法
的
権
威
の
形
而
上
摩
的
合
理
づ
け
に
「
道
」
の
概
念
を

用
い
た
貼
.
，
②
刑
名
参
同
の
人
主
の
「
術
」
を
紳
秘
化
し
た
貼
.，
①
園
家
機
構

の
「
設
官
分
職
」
を
通
じ
て
人
物
の
個
性
的
駐
軍
用
を
認
め
、
人
魚
を
排
し
た

「
無
魚
」
の
政
治
を
志
向
し
た
黙
.，①

「
君
臣
異
道
」
を
唱
え
、
天
の
自
然
性

と
人
の
作
震
性
と
の
封
照
を
暗
示
し
た
鮎
、
を
指
摘
す
る
。

最
後
に
こ
の
法
儒
道
三
振
交
流
に

つ
い
て
『
斡
非
子

・
主
術
』
に
そ
の
一
典

型
を
見
、
法
家
の
「
法
」
の
客
観
的
性
格
と
儒
家
の
「
道
徳
的
理
想
主
義
」
さ

ら
に
道
家
の
「
無
矯
」
の
理
想
で
折
衷
し
、
す
で
に
『
准
南
子
』
に
遁
じ
る
折

衷
主
義
を
そ
こ
に
見
出
す
。
法
の
客
観
性
が
そ
の
制
定
者
の
撞
断
を
も
制
約
す

る
質
定
法
的
性
格
を
強
調
し
、
現
状
に
卸
舷
す
る
衆
適
の
必
要
性
を
説
い
た
鮎

で
、
韓
非
|
秦
制
の
法
術
思
想
か
ら
の
前
進
を
示
す
。
た
だ
、
こ
れ
が
著
者
の

い
う
「
法
的
支
配
の
正
嘗
性
に
つ
い
て
の
合
理
的
承
認
を
求
め
る
配
慮
」
の
結

果
な
の
か
、
さ
ら
に
一
般
的
に
新
帝
園
と
沓
健
制
と
の
部
分
的
妥
協
1

統
一
国

家
の
現
質
的
展
開
|

に
ま
で
そ
の
本
質
を
求
む
べ
き
も
の
か
は

問
題
と
な
ろ

よノ。

- 96ー

し
か
し
、
著
者
も
述
。へ
る
.，
法
家
思
想
が
統
一
園
家
の
皇
帝
檎
を
政
治
僅
制
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-
園
家
機
構
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
積
極
的
役
割
を
果
し
な
が
ら
も
、
そ

の
客
観
主
義
的
技
術
的
傾
向
を
強
調
し
そ
の
運
用
を
刑
法
面
に
限
定
す
る
結
果

と
な
り
、
そ
の
機
能
を
複
雑
な
樹
立
的
官
僚
機
構
内
で
の
軍
一
支
配
者
を
戴
く

中
央
集
権
の
合
理
づ
け
に
設
揮
す
る
よ
り
も
、
支
配
機
構
末
端
の
膏
吏
事
務
に

夜
間
押
し
て
、
法
運
用
技
術
と
し
て
自
ら
を
限
界
ゃ
つ
け
て
い
っ
た
こ
と
。
酷
吏
の

存
在
と
意
識
を
こ
れ
に
沿
っ
て
解
明
す
る
視
角
は
、
ひ
い
て
は
枇
舎
の

「
自
然

愛
生
的
な
秩
序
」

(
?
)
を
重
視
し
皇
帝
楼
に
相
謝
的
製
肘
を
加
え
た
と
い
わ
れ

る
儒
家
的
道
義
視
の
政
治
的
優
位
を
認
め
る
こ
と
へ
と
連
な
り
、

ζ

の
期
の
僑

家
思
想
の
許
債
に
関
係
し
て
問
題
は
一
段
と
大
き
く
な
る
。
こ
れ
に
は
本
章
の

結
語
と
第
三
章
が
笛
て
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
思
想
に
政
治
史
的
評
債
を
下

す
以
上
、
本
書
の
秦
漢
帝
国
に
封
す
る
歴
史
観
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。
つ
と
に
結
論
の
出
て
い
る
漢
一
代
の
家
法
!
儒
法
折
衷
を
常
識
的
に
見

す
ご
さ
な
い
た
め
に
も
。

以
上
、
第
一
章
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
見
て
き
た
こ
と
は
、
他
の
章
に
も

多
少
と
も
言
い
う
る
。
本
書
の
構
成
が

「
法
術
思
想
」
「
道
家
思
潮
」
「
秦
漢

儒
生
の
活
動
」
に
一
二
分
し
た
停
統
的
思
想
類
型
の
封
立
・
融
合
の
折
衷
方
式
に

よ
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
思
想
の
科
畢
的
分
類
と
思
想
集
闘

φ
質
態
と
の

閥
係
を
内
的
必
然
性
を
伴
っ
て
論
ず
る
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
で
あ
う
か
・
葦
仲

好
哲
撃
の
成
立
を
思
想
史
上
の
劉
期
と
ム
て
、
「
む
し
ろ
諸
子
時
代
の
繕
績
と

し
て
の
性
格
が
強
い
」
(
N
C
)

こ
の
期
の
思
想
情
況
の
分
析
に
射
し
て
、
漢
書
懇

文
志
的
カ

テ
ゴ
リ
ー

の
枠
に
衝
動
を
加
え
る
哲
事
史
的
鐙
系
的
把
握

へ
と
指
向

す
る
あ
り
方
を
願
っ
て
や
ま
な
い
.

し
か
し
、
こ
の
枠
内
に
お
い
て
も
本
書
の
債
値
は
決
し
て
減
少
し
な
い
。
第

二
章
「
漢
初
の
道
家
思
潮
」
は
、
第
五
章
「
『
准
南
子
』
の
研
究
」
と
共
に
本

書
の
最
も

ユ一

1

F
な
部
分
で
あ
る
・
木
村
英
一
・
山
田
統
雨
氏
に
そ
の
書
評

は
譲
る
が
、
文
献
皐
的
方
法
の
一
極
黙
を
一
示
す
成
果
で
あ
っ
て
、
零
細
な
錯
雑

し
た
思
想
史
的
資
料
の
注
意
深
い
取
扱
い
方
よ
り
受
け
る
後
撃
の
枠
盆
は
大
き

い
。
尤
も
「
無
矯
清
涼
を
標
携
す
る
一
一
種
の
政
術
」
と
し
て
黄
老
思
想
を
槍
っ

た
現
貫
主
義
的
質
践
的
一

波
の
存
在
を
歴
史
上
確
認
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き

で
あ
る
が
、
観
念
的
思
緋
波
と
し
て
の
養
生
源
な
ど
と
封
比
し
て
い
る
貼
、
そ

こ
に
叙
述
上
の
使
宜
以
上
の
論
理
的
必
然
性
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
は
残

る
。
別
個
の
融
政
生
を
持
っ
た
と
す
る
老
子
皐
振
と
荘
子
事
波
の
差
異
に
道
家
諮

波
分
類
を
系
統
付
け
よ
う
と
す
る
甚
だ
示
唆
に
富
む
試
み
が
論
じ
ら
れ
る
が
、

思
想
史
的
迫
究
が
系
譜
的
関
心
の
影
に
か
く
れ
が
ち
で
あ
る
と
い
う
感
を
菟
れ

え
な
い
。

第
三
章
「
秦
漢
儒
生
の
活
動
(
上
)
L

は
陸
賀

・
婁
敬

・
賀
誼
・
賀
山
等
の

思
想
活
動
.
，
(
下
)
は
稽
義
ーの
歴
史
的
現
質
主
義
的
傾
向
と
『
中
庸
新
本
』
『
易

閣
内
』
を
通
じ
て
笈
仲
野
哲
事
へ
と
繋
が
る
合
理
主
義
的
思
想
の
薮
展
、
が
あ
と

づ
け
ら
れ
る
。
(
上
)
は

「
哲
皐
酌
鰻
系
の
骨
組
み
に
た
ち
い
た
る
こ
と
を
や
め

て
」
「
儒
生
の
活
動
と
い
う
面
か
ら
、
す
な
わ
ち
鮎
在
す
る
個
個
の
思
想
活
動

を
ひ
ろ
い
あ
げ
結
び
つ
け
て
い
く
し
か
た
で
」
(
M
M
∞
)
停
記
的
に
史
料
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
。
思
想
史
的
特
微
に
つ
い
て
は
、
高
祖
時
代
の
陸
賀
・
婁
敬
は

(
M
U
O
(
)

に
、
文
景
期
の
儒
生
の
頁
誼
・
賀
山
は

(
ω
ω
H
1
)

に
ま
と
め
ら

れ
、
経
典
の
整
備
と
儒
教
政
治
へ
の
結
合
と
い
う
線
で
歴
史
的
縛
換
期
を
概
括

す
る
。
た
だ
歴
史
的
事
賞
を
分
解
し
て
、
類
型
的
な
思
想
集
闘
の
特
色
と
し
て

そ
の
言
動
を
分
嵐
配
置
す
る
貼
の
い
さ
さ
か
気
に
な
る
こ
と
は
、
第
一
章
と
同

様
で
あ
る
。
そ
し
て
秦
儒
の
活
動
に
深
い
関
心
を
持
つ
筆
者
に
は
と
く
に

「第

一
節

秦
の
儒
生
た
ち
」
か
ら
多
く
の
示
教
を
得
た
。
こ
の
鮎
の
貯
貯
貯
と
の

位
置
づ
け
を
切
に
期
待
す
る
。
(
下
)
は
今
世
紀
に
入
っ
て
斯
皐
を
笠
動
し
刷

新
せ
し
め
た
文
献
撃
の
成
果
を
忠
貫
に
綴
承
し
つ
つ
、
『
鵡
運
』
の
大

一
・
『
中

巧

dQ
d
 



330 

庸
新
本
』
の
誠

・
『
易
体
』
の
太
極
の
こ
の
時
期
に
お
け
る
生
成
論
的
完
結
|

天
人
相
関
思
想
の
確
立
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
が
道
家
思
想
・
陰
陽
読
を
媒

介
と
す
る
儒
家
思
想
の
形
而
上
率
的
綜
合
編
成
の
各
階
梯
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
来
る
べ
き
統
一
帝
国
の
園
家
構
造
理
論
の
提
供
を
企
闘
す
る
過

程
に
起
っ
た
思
想
史
上
の
一
大
縛
換
で
あ
る
と
す
る
設
展
史
的
観
動
か
ら
の
把

握
に
は
他
に
異
議
は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
次
に
畿
が
る
問
題
鮎
と
し
て
:
こ
の

時
期
の
儒
家
集
闘
の
階
級
的
立
場
と
右
の
提
唱
理
論
と
の
関
係
・，
秦
漢
帝
園
の

園
家
構
造
内
に
吸
収
さ
れ
る
儒
家
の
立
つ
土
蔓
の
愛
成
・，
確
立
を
目
前
に
担
え

た
級
感
と
闘
家
機
力
と
の
按
綱
相
輔
閥
係
、
こ
れ
ら
は
一
連
の
も
の
で
あ
る
だ

け
に
政
治
史
な
い
し
祉
曾
経
済
史
の
方
面
か
ら
の
検
討
も
待
つ
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
そ
れ
に
も
ま
し
て
わ
が
中
園
思
想
史
側
か
ら
の
究
明
が
貫
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
時
、
中
園
古
代
史
家
に
も
文
献
批
判
方
法
を
導
入
す
る
論
文
が
現
わ
れ
て

い
る
。
小
倉
芳
彦
《
左
停
に
お
け
る
徳
と
覇
l
徳
の
概
念
の
形
式
と
展
開
》

は
、
本
誌
に
も
力
作
の
評

(
二
0
1
一
)
高
い
論
文
で
あ
る
が
、
古
代
思
想
史

専
家
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
秦
漢
の
文
献
整
理
の
あ
り
方
と
思
想
の
運
動

法
則
の
把
擾
l
我
我
の
思
想
史
的
方
法
を
熟
慮
討
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
が
迫
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
後
撃
で
あ
り
面
識
の
な
い
気
安
さ
?
か
ら
勝
手
な
願
望
を
書
き
つ
ら

ね
た
が
、
本
書
で
数
示
を
受
け
た
鮎
は
十
分
確
保
し
感
謝
し
て
い
る

つ
も
り
で

あ
る。

常
常
懐
い
て
い
た
一
般
的
意
見
を
本
書
に
託
し
た
と
い
う
形
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
著
者
の
意
闘
を
無
視
し
た
紹
介

・
感
想
も
あ
っ
た
こ
と
と
お
許
し

を
乞
う
。

ハ
戸
川
芳
郎
)

秦

漢

史

の

研

究

栗

信

著

原

朋

昭
和
三
十
五
年
五
月
吉
川
弘
文
館

A
5
剣

三

三
O
頁

園

版

二

ハ
頁

英
文
梗
縦
一
五
頁

本
書
は
中
園
古
代
史
、
特
に
秦
代
史
に
精
し
い
著
者
が
、
永
年
の
成
果
を
ま

と
め
て
、
世
に
関
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
次
の
四

つ
の
部
分
よ
り
成
り
立
つ
。

一
史
記
の
秦
始
皇
本
紀
に
闘
す
る
こ
・
三
の
研
究

二
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
る
秦
漢
璽
印
の
研
究

三
封
爵
の
誓
に
つ
い
て
の
小
研
究

四
停
阿
房
宮
故
基
出
土
瓦
嘗
の
製
作
時
代
に
関
す
る
一
研
究

こ
の
中
、
第
三
論
文
は
嘗
て
虻
曾
経
済
史
摩
第
十
七
谷
第
六
腕
に
護
表
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
第
二
論
文
の

一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
論

文
は
古
代
第
五
銃
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
第
一
論
文
の
末
章
を
形
成
す
る
も

の
で
あ
る
。
放
に
こ
の
書
は
二
つ
の
部
分
か
ら
成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で

あ
る
。
さ
て
第
一
論
文
は
既
設
表
の

「
秦
記
に
つ
い
て
の
小
考
」
(
史
観
第
三

十
六
肪
)
・
「
秦
始
皇
帝
名
披
考
」
八
中
園
古
代
史
の
諸
問
題
)
・
「
史
記
の
秦

始
皇
本
紀
に
つ
い
て
|
秦
水
徳
説
の
批
判
|
」
(
史
撃
雑
誌
第
六
十
六
編
第
一

放
)
・
「
始
皇
帝
の
泰
山
封
栂
と
秦
の
郊
柁
」
(
中
園
古
代
の
祉
曾
と
文
化
)
の

諸
論
文
に
加
筆
-
訂
正
し
て
、

一
つ
の
論
考
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
第
二
論
文
は

「
漢
侍
闘
璽
私
考
」
(
史
観
第
三
十
八
筋
)
・
「
漢
の
印
制

よ
り
見
た
る
『
漢
委
奴
園
王
』
印
に
つ
い
て
」
(
史
観
第
四
十
二
加
)
な
ど
の

- 98ー


